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【短報】伊豆大島で採集されたゴミムシダマシ科数種
伊豆諸島大島の甲虫のまとまった記録として
は，神谷（1931）が同島の昆虫相を整理した中
で 20種を報告しているのが最初である．このう
ちゴミムシダマシ科は，キマワリ Plesiophthalmus 
nigrocyaneus Motschulsky, 1858とニジゴミムシダマ
シ Tetraphyllus  paykullii (Dalman, 1823)の 2種を挙
げている．その後今日までに，数名の研究者の 10
編に満たない論文や短報によって，大島のゴミム
シダマシ科に関する情報は追加されている．
筆者の一人亀澤は，2012年 10月 1〜 4日およ

び 2013年 5月 27〜 31日に大島において甲虫類の
調査を行った．その際に伊豆諸島または同島から
の記録が見当たらない種を含むゴミムシダマシ科
数種を確認しているので以下に採集目録を示す．
大島から初記録にあたると思われる種については，
種名のあとに＊印を振った．また，すべての地名
に共通する「東京都大島町」と採集者名は省略した．
学名，種の配列は Löbl et al. (2008)に従った．

1 .  アラメヒゲブトゴミムシダマシ L u p r o p s 
cribrifrons (Marseul, 1876) *

2 exs., 元町津倍付 , 4. X. 2012.
伊豆諸島初記録と思われる．林縁のシフティン
グによって得られた．

2. ホソハマベゴミムシダマシMicropedinus pullulus 
(Boheman, 1858) *

6 exs., 野増間伏砂の浜海岸 , 30. V. 2013.
伊豆諸島初記録と思われる．砂浜のゴミ下より
得られた．

3. ニセハマヒョタンゴミムシダマシIdisia vestita 
Marseul, 1876*

4 exs., 野増間伏砂の浜海岸 , 30. V. 2013.
砂浜のゴミ下より得られた．伊豆諸島からは，
平野ら（1993）による新島からの記録のみが知ら
れていた．なお，梅谷（1952）は本種の酷似種ハ
マヒョウタンゴミムシダマシ I. ornata Pascoe, 1866
が大島に生息することに言及しているが，今回，
確認できなかった．

4. オオマルチビゴミムシダマシCaedius maderi 
maderi Kaszab, 1942 *

6 exs., 野増間伏砂の浜海岸 , 30. V. 2013.
砂浜植生の根際の砂中およびゴミ下より得られ
た．伊豆諸島からは，新島（平野ら , 1993），三宅島（渡
辺・相馬 , 1972）から知られていた．

5. コスナゴミムシダマシGonocephalum coriaceum 
Motschulsky, 1858 *

1 ex., 泉津原野 , 27. V. 2013.
ススキ株まわりの枯れ草の堆積を篩うことで得ら
れた．伊豆諸島からは，新島（梅谷 , 1956a），八丈島（上
田ら , 1994），八丈小島（高橋 , 2011）から知られ，
Masumoto (1985)は伊豆諸島を分布域としている．

6 .  ミヤケスナゴミムシダマシG o n o c e p h a l u m 
miyakense Nakane, 1963

1♀, 泉津原野 , 28. V. 2013; 1♂, 泉津福重 , 31. V. 
2013.
これまで伊豆諸島からのみ知られる種で，大島

（Masumoto, 1985），新島（平野ら , 1993），神津島
（Masumoto, 1985），三宅島（Nakane, 1963），御蔵島（澤
田・渡辺 , 1969），八丈島（川畑 , 2010）からの記録が
ある．大島で「砂漠」と呼ばれる地帯の砂地とススキ
草地の境界の地表，および舗装道路上で得られた．

7.  コマルムネゴミムシダマシTarpela  brunnea 
(Marseul, 1876) *

1♀, 元町三原山 , 31. V. 2013.
林縁のビーティングで得られた．伊豆諸島からは，
新島（平野ら , 1993）から記録がある．ミニコミ誌
で高桑正敏博士が大島で同属種（種未決定）を採集
されているくだりがある．本種はタイプ亜種のほか
に，トカラ亜種 T. b. konoi Nakane, 1963がトカラ中
之島から知られている．大島産の１♀を見るかぎり，
トカラ亜種のように前胸背の正中溝は痕跡的でほと
んど認めがたいが，前胸側縁は明らかに平圧され，
この点はタイプ亜種の特徴を示していた．

8. エグリゴミムシダマシUloma (Uloma) marseuli 
marseuli Nakane, 1956 *

1♂1♀, 泉津福重 , 2. X. 2012.
朽ち木中から得られた．伊豆諸島からは，新島

（Masumoto & Nishikawa, 1986），三宅島（渡辺・相馬 , 
1972），御蔵島（澤田・渡辺 , 1969），八丈島（川畑 , 
2010）から記録がある．

9 .  アオツヤキノコゴミムシダマシP l a t y d e m a 
marseuli Lewis, 1894*

2 exs.（ライトトラップ）, 泉津福重 , 27–28. V. 
2013.
伊豆諸島からは，新島（平野ら , 1993），三宅島（渡

辺・相馬 , 1972），御蔵島（澤田・渡辺 , 1969），八
丈島（川畑 , 2010），八丈小島（沢田・渡辺 , 1959）
から記録がある．
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10 .  ヒメオビキノコゴミムシダマシPla tydema 
nigropictum Nakane, 1963 *

20 exs., 泉津福重 , 2. X. 2012.
伊豆諸島初記録と思われる．

11 .  クロオビキノコゴミムシダマシPla tydema 
pallidicolle (Lewis, 1894) *

5 exs., 泉津福重 , 2. X. 2012.
伊豆諸島からは，三宅島（渡辺・相馬 , 1972）か

らの記録のみが知られていた．

12 .  ツノボソキノコゴミムシダマシPla tydema 
recticoirne Lewis, 1894*

8 exs., 泉津福重 , 2. X. 2012; 1ex.（ライトトラッ
プ）, 同地 , 27–28. V. 2013.
伊豆諸島初記録と思われる． 

13 .  ベニモンキノコゴミムシダマシPla tydema 
subfascia subfascia (Walker, 1858) *

20 exs., 泉津福重 , 2. X. 2012; 5 exs., 同地 , 27. V. 
2013.

秋季には，以上の同属 3種とともにキノコの生
えた朽ち木から同時に得られた．
伊豆諸島からは，新島（平野ら , 1993），神津島（梅

谷 , 1956b），三宅島（渡辺・相馬 , 1972），御蔵島（澤田・
渡辺 , 1969），八丈島（上田ら , 1994）から記録がある．

14. オオクチキムシAllecla (Upinella) fuliginosa 
Mäklin, 1875 

2 exs., 泉津福重 , 2. X. 2012.
伊豆大島からは西川（1951）による古い報告が

あると大野（1977）が指摘している．伊豆諸島か
らはほかに八丈島（上田ら , 1994）から知られる．
立ち枯れの浮いた樹皮下より得られた．

15.  ズビロキマワリモドキ伊豆諸島亜種Gnesis 
helopioides fujitai Akita et Masumoto, 2013 

2 exs., 泉津原野 , 28. V. 2013.
ススキ株まわりの枯れ草の堆積を篩うことで得

られた．大島からは長尾（1976）のほか，最近，
御蔵島をタイプ産地として伊豆諸島亜種が記載さ
れたなかにも大島産がタイプシリーズに含まれる．

図1–6．伊豆大島から採集
したゴミムシダマシ
類．1, アラメヒゲブ
トゴミムシダマシ; 2, 
ホソハマベゴミムシ
ダマシ； 3, ミヤケス
ナゴミムシダマシ; 4, 
コマルムネゴミムシ
ダマシ; 5, ヒメオビキ
ノコゴミムシダマシ; 
6, ツノボソキノコゴ
ミムシダマシ（すべ
て伊豆大島産, スケー
ルは1 mm）．
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ほかの伊豆諸島からは利島，新島，神津島，御蔵島，
八丈島から知られ，すべてが伊豆諸島亜種とされ
ている（Akita & Masumoto, 2013）．

以上，15種を確認した．その多くは普通種であ
るが，伊豆諸島初記録 4種，大島初記録 12種を含
んでいた．
今回の調査は，時期や調査地点，採集法も限られ
る．また，伊豆諸島最北の大島からは伊豆諸島の他
島からは確認されていない本土との共通種がほかの
甲虫でも少なからず記録されている．そのため，将
来，調査が進めば，これまで伊豆諸島から確認され
ているが大島からは確認されていない種，それ以外
の種からもさらなる追加種が見込まれる．
末筆ながら，コマルムネゴミムシダマシの標本
を確認してくださった秋田勝己氏と益本仁雄博士
に心より御礼申し上げる．
なお，伊豆大島での調査は科研費（24510333；
研究代表者：小島弘昭）の助成を受けて行われた．
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【短報】熊本県におけるコメツキムシ科甲虫の4未
記録種，および総種数

Lewis (1894)は，日本からコメツキムシ科 104種
を記録したが，そのうち少なくとも 39種は Lewis
本人が 1881年 4月中旬から 5月下旬に熊本県を訪
れて採集したものである（北野，1974）．このこと
からも，熊本県がコメツキムシ科甲虫の研究にお
いて重要な地域であることは疑いようがない．熊
本県における分布記録は，松浪ら（1974），大塚ら
（1977），大塚ら（1979）によくまとめられており，
この時点で 112種が確認されていた．これ以後も，
熊本昆虫同好会報においてコメツキムシ特集号が
組まれるなど，多くの分布記録が蓄積されてきた
（e.g. 城戸 , 1980; 大塚ら , 1985; 大塚 , 1996, 1997, 
1999, 2001, 2003, 2005; 中島 , 1997, 2000, 2001）．し
かし熊本県に分布する本科の明確な種数は明らか
でない．筆者は，これまで熊本県から未記録と思
われる種を複数得ているため，以下に報告すると
ともに，種々の分類学的な変更を考慮した上で，
熊本県から記録された種数の集計を行った .

1. ムラサキヒメカネコメツキLimonius eximia (Lewis, 
1894)

1♂（図 1），熊本県八代市白鳥山，4~6. V. 2012，
伊藤玲央採集・筆者保管 .
本州，四国，九州各地から記録されており，九州

からは福岡県（高倉 , 1970），大分県（城戸 , 1997; 堤内 , 
2006）から記録されている．本個体は，チドリノキ
Acer carpinifoliumの花を掬って得られた .

2. クロサワツヤケシコメツキMegapenthes kurosawai 
Suzuki, 1986

1♀，熊本県八代市白鳥山，15. V. 2011，筆者採集・
保管 ; 2♂♂（図 2），同所，4~6. V. 2012，伊藤玲央採集・
筆者保管 .
分布の北限は青森県で本州，四国各地から記録


